
ｓ
ｈ 

                             

                              

                              

ボ
ウ
リ
ン
グ 

一
五
〇
年 

 

東
遊
園
地
の
西
側
に
丸
い
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
神
戸
の
「
ボ
ウ

リ
ン
グ
発
祥
の
地
」
記
念
碑
で
す
。
黒
み

か
げ
石
で
ボ
ウ
ル
を
模
し
、
右
側
に
は 

大
理
石
で
作
ら
れ
た
白
い
ピ
ン
が
付
い
て

い
ま
す
。
こ
の
碑
は
、
一
九
八
九
年
の 

ボ
ウ
リ
ン
グ
発
祥
一
二
〇
周
年
と
神
戸
市

政
百
周
年
を
記
念
し
建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

開
港
後
の
神
戸
で
は
、
居
留
地
の
外
国

人
に
よ
っ
て
「
ク
ラ
ブ
・
ユ
ニ
オ
ン
」
や

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ク
ラ
ブ
」
と

い
っ
た
社
交
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
は
、
食
堂
、
バ
ー
、

カ
ー
ド
ル
ー
ム
（
ブ
リ
ッ
ジ
ル
ー
ム
）
、

図
書
室
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
場
、
そ
し
て
ボ
ウ

リ
ン
グ
・
レ
ー
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

社
交
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
た
の
が
、
神
戸
に

お
け
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
発
祥
で
す
。
当
時
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
、
娯
楽
と
し
て
お
お
い
に

楽
し
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

神
戸
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
一
五

〇
年
、
親
し
ま
れ
て
き
た
歴
史
が
こ
の
碑

に
は
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

参
考
文
献
『
外
国
人
居
留
地
と
神
戸
』

『Geschichte des Club Concordia

』
「
ハ
ロ

ル
ド
・
Ｓ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
著
神
戸
外
国
倶
楽
部

１
９
７
５
年
」
『
居
留
地
の
窓
か
ら 

神
戸
外
国
人

居
留
地
研
究
会
年
報
６
号
』
ほ
か 

ボウリング発祥の地 の碑（中央区） 

ＫＯＢＥの本棚 
      －神戸ふるさと文庫だより－ 
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－新しく入った本－ 

神
戸
市
史
紀
要
「
神
戸
の
歴
史
」
第
二
十

七
号 
神
戸
市
（
文
書
館
）
編
集
・
発
行 

市
史
紀
要
の
最
新
号
で
あ
る
。
今
号

で
は
初
代
兵
庫
県
知
事
・
伊
藤
博
文
と

神
戸
と
の
関
わ
り
、
大
倉
山
公
園
に
建

て
ら
れ
た
銅
像
・
台
座
、
ま
た
二
度
に

わ
た
り
大
倉
山
公
園
に
建
設
が
計
画
さ

れ
た
神
戸
市
公
会
堂
に
つ
い
て
、
新
た

な
発
見
や
研
究
の
成
果
が
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。 

伊
藤
の
神
戸
で
の
事
績
だ
け
で
は
な

く
、
政
治
理
念
の
形
成
過
程
に
注
目
。

銅
像
建
設
に
至
る
経
緯
を
、
大
倉
山
の

呼
称
や
公
園
整
備
等
の
背
景
も
含
め
て

詳
述
す
る
。
幻
と
な
っ
た
公
会
堂
に
つ

い
て
は
、
設
計
計
画
と
設
計
競
技
（
コ

ン
ペ
）
に
関
し
て
詳
細
に
検
証
さ
れ
て

お
り
、
貴
重
な
図
版
が
多
数
収
録
さ
れ

て
い
る
。 

           

阪
神
・
淡
路
島
「
高
低
差
」
地
形
散
歩
―

凹
凸
を
楽
し
む 

新
之
介
（
洋
泉
社
） 

大
阪
の
地
形
の
変
化
を
楽
し
み
学
ぶ

「
大
阪
高
低
差
学
会
」
の
代
表
で
あ
る

新
之
介
さ
ん
。
本
書
で
は
、
阪
神
間
か

ら
神
戸
、
明
石
、
淡
路
島
に
わ
た
る
十

五
エ
リ
ア
を
取
り
上
げ
、
地
形
と
歴
史

に
着
目
し
た
町
歩
き
を
紹
介
す
る
。 

六
甲
の
麓
か
ら
一
直
線
に
海
が
見
通

せ
る
坂
道
、
断
層
を
ま
た
ぐ
新
神
戸
駅
、

有
馬
の
湯
と
プ
レ
ー
ト
の
謎
、
淡
路
の

沼
島
に
あ
る
世
界
で
も
希
少
な
鞘
型
褶

曲
な
ど
、
地
形
や
そ
の
成
り
立
ち
を
知

る
と
、
同
じ
場
所
で
も
違
っ
た
興
味
が

わ
き
楽
し
み
が
増
え
る
。
３
Ｄ
地
形
図

や
著
書
撮
影
の
写
真
も
多
数
掲
載
。 

 

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ 

近
代
港
湾
荷
役
の
地 

弁
天

浜
・
国
産
波
止
場 

村
上
和
子
編
集
・
執

筆
（
波
止
場
町
通
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
） 

神
戸
港
開
港
一
五
〇
周
年
を
記
念
し

て
刊
行
さ
れ
た
。
開
港
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
の
神
戸
港
発
展
の
歴
史
を
豊
富

な
写
真
、
絵
図
で
時
代
順
に
振
り
返
る
。 

特
に
、
荷
役
の
コ
ン
テ
ナ
化
以
前
の

神
戸
港
を
支
え
た
仲
仕
と
呼
ば
れ
る
港

湾
労
働
者
や
艀
の
活
躍
、
彼
ら
の
仕
事

と
生
活
の
様
子
が
、
そ
の
舞
台
で
あ
っ

た
弁
天
浜
、
国
産
波
止
場
と
共
に
詳
し

く
紹
介
さ
れ
、
往
時
の
賑
わ
い
が
蘇
る
。 

次
の
本
へ 

Ｖ
３ 

し
ご
と
編 

神
戸
新
聞

「
次
の
本
へ
」
取
材
班
（
苦
楽
堂
） 

 
 

「
本
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
か
ら
面
白
い
」

を
合
言
葉
に
、
神
戸
新
聞
の
取
材
班
が

七
十
一
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
一
人
に

つ
き
二
冊
の
本
を
紹
介
し
た
連
載
記
事

の
書
籍
化
で
あ
る
。 

 
 

シ
リ
ー
ズ
の
三
作
目
と
な
る
本
著
は
、

「
仕
事
を
す
る
人
」
か
ら
話
を
聞
く
。

画
家
や
作
家
、
マ
ジ
シ
ャ
ン
な
ど
登
場

す
る
仕
事
の
幅
は
広
い
。
人
々
の
本
と

の
出
合
い
や
選
書
理
由
か
ら
、
人
柄
や

生
き
方
が
伝
わ
る
。
紹
介
さ
れ
た
本
の

情
報
も
掲
載
さ
れ
、
気
に
な
っ
た
本
に

つ
い
て
調
べ
ら
れ
る
。 

 

小
林
一
三
―
日
本
が
生
ん
だ
偉
大
な
る
経

営
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー 

鹿
島
茂
（
中
央
公
論

新
社
） 阪

急
電
鉄
や
百
貨
店
、
宝
塚
歌
劇
団

な
ど
の
創
設
で
知
ら
れ
る
、
近
代
日
本

を
代
表
す
る
経
営
者
の
評
伝
で
あ
る
。 

人
の
少
な
い
土
地
へ
鉄
道
を
敷
設
し
、

沿
線
を
住
宅
地
と
し
て
開
発
し
よ
う
と

す
る
発
想
に
至
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
っ
た

の
か
。
女
性
の
み
で
演
じ
る
歌
劇
団
が

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
客
層
は
誰
で
あ
っ

た
か
、
そ
し
て
そ
の
狙
い
と
は
。 

数
々
の
小
林
の
業
績
を
、
人
口
学
と 

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
再
検
討
す
る
。 

播
磨
の
国
宝 

播
磨
学
研
究
所
編
（
神
戸

新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

本
書
は
、
播
磨
に
あ
る
多
く
の
国
宝
、

重
要
文
化
財
に
焦
点
を
当
て
た
複
数
の

特
別
講
座
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

世
界
遺
産
で
あ
る
姫
路
城
や
鶴
林
寺
、

一
乗
寺
の
建
築
や
収
蔵
資
料
が
、
播
磨

の
歴
史
の
み
な
ら
ず
日
本
史
を
物
語
る

う
え
で
も
貴
重
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ

れ
て
い
る
。 

神
戸
市
西
区
の
太
山
寺
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
座
で
は
、
鎌
倉
幕
府
討
伐
を
知

る
上
で
貴
重
な
重
要
文
化
財
「
大
塔
宮

護
良
親
王
令
旨
」
な
ど
を
基
に
、
歴
史

の
表
舞
台
へ
と
躍
り
出
た
太
山
寺
の
活

躍
や
、
比
叡
山
焼
き
討
ち
後
に
、
数
奇

な
運
命
を
辿
っ
た
太
山
寺
の
経
典
な
ど

に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

            

ぬ
し
ま 

さ
や
が
た
し
ゅ
う 

き
ょ
く 

は
し
け 

な
か
し 

り
ょ
う
じ 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200212724&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200599745&type=PvolBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200251436&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200608664&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200252855&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200614575&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200165138&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200598567&type=PvolBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200246614&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200598037&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200243559&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200589245&type=CtlgBook


－新しく入った本－ 
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神
戸
と
映
画
―
映
画
館
と
観
客
の
記
憶 

板
倉
史
明
編
著
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ

ン
タ
ー
） 

明
治
以
来
、
人
び
と
は
映
画
と
い
う

新
し
い
娯
楽
を
ど
ん
な
風
に
楽
し
ん
だ

の
か
。
新
開
地
や
三
宮
に
建
て
ら
れ
た

数
多
く
の
映
画
館
は
神
戸
の
歴
史
や
街

の
変
遷
に
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
が
あ
っ

た
の
か
。
十
一
人
の
筆
者
に
よ
る
論
考

と
、
編
者
の
コ
ラ
ム
で
分
析
し
た
。 

明
治
二
十
九
年
の
日
本
初
の
キ
ネ
ト

ス
コ
ー
プ
上
映
、
映
画
と
新
聞
広
告
、

昭
和
初
期
の
ト
ー
キ
ー
反
対
争
議
、
戦

後
占
領
期
の
興
行
、
戦
後
の
自
主
上
映

運
動
や
特
撮
フ
ァ
ン
の
活
動
の
紹
介
な

ど
な
ど
、
論
点
は
幅
広
い
。
丹
念
な
資

料
調
査
に
基
づ
く
内
容
は
、
読
者
に
更

な
る
興
味
を
呼
び
起
こ
す
だ
ろ
う
。 

            

さ
ざ
な
み
の
よ
る 

木
皿
泉
（
河
出
書
房

新
社
） 市

内
在
住
の
夫
婦
脚
本
家
、
木
皿
泉

に
よ
る
ド
ラ
マ
「
富
士
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

の
ス
ピ
ン
オ
フ=

外
伝
小
説
で
あ
る
。 

物
語
は
、
主
人
公
の
小
国
ナ
ス
ミ
が

癌
で
亡
く
な
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。

享
年
四
十
三
歳
。
ナ
ス
ミ
の
死
は
、
姉

妹
や
夫
、
同
級
生
、
か
つ
て
の
同
僚
な

ど
、
彼
女
が
生
前
に
出
会
っ
た
人
々
に

少
し
ず
つ
影
響
を
与
え
て
い
く
。
そ
れ

ぞ
れ
の
目
線
か
ら
語
ら
れ
た
十
四
話
が

収
録
さ
れ
、
「
死
」
を
テ
ー
マ
に
し
な

が
ら
も
、
一
話
読
む
ご
と
に
ど
こ
か 

心
が
温
ま
る
。 

 

ひ
ょ
う
ご
雑
学
１
０
０
選
―
五
国
の
魅
力 

先
﨑
仁
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン

タ
ー
） 兵

庫
県
は
日
本
海
と
瀬
戸
内
海
に 

接
し
、
地
域
に
よ
っ
て
気
候
や
風
土
、

方
言
な
ど
が
異
な
り
多
彩
な
面
を
持
つ
。 

「
兵
庫
県
は
、
ど
う
し
て
日
本
の
縮

図
な
の
か
？
」
「
日
本
一
低
い
分
水
界

が
あ
る
？
」
「
日
本
初
の
鉄
道
ト
ン
ネ

ル
は
、
神
戸
市
の
石
屋
川
ト
ン
ネ

ル
？
」
な
ど
、
兵
庫
県
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
百
の
雑
学
を
、
自
然
や
地
場

産
業
、
歴
史
、
食
な
ど
九
つ
の
章
に
分

け
て
紹
介
し
て
い
る
。 

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

 

神
戸
市
教
育
史 

第
四
集 

（
神
戸
市
教

育
史
第
四
集
刊
行
委
員
会
） 

お
好
み
焼
き
の
物
語 

近
代
食
文
化
研
究
会

（
新
紀
元
社
） 

                        

神
戸
平
和
マ
ッ
プ
―
私
た
ち
の
街
に
も
戦

争
が
あ
っ
た 

（
神
戸
平
和
マ
ッ
プ
を
つ
く

る
会
） 

食
か
ら
ひ
ろ
が
る
地
域
の
つ
な
が
り
―
ひ

ま
わ
り
の
日
々 

入
江
一
惠
（
フ
ェ
ミ
ッ
ク

ス
） 

                        

三宅 廉 みやけ・れん  

明治36年(1903) ～ 平成6年(1994) 

 

神戸  その⑯ 
あんな人こんな人 

三宅廉は明治36年（1903）10月、熱心なクリスチャンである三宅幸平・

ふさ夫妻の三男として神戸市中央区に生まれ、兄弟とともに聖書に親しん

で育ちました。15歳の時に父が急逝し、命の儚さに衝撃を受けますが、 

信仰を支えに兄弟で助け合い、医学の道を志します。 

 小児科医となった三宅は経験を積むうち、当時産婦人科と小児科の狭間

で見落とされていた新生児に関心を抱くようになります。自らが勤務する

大学病院で産婦人科医に出産時の立会いを希望しますが拒絶されました。 

 派閥意識の強い大学病院では新生児の診療は難しいと知った三宅は大学

病院を辞め、神戸に「パルモア病院」を開設します。産婦人科医と小児科

医が協力して妊娠後期から出産後まで一貫してケアする 

全国初の「周産期病院」です。 

三宅廉が切り開いた周産期医療はやがて全国に広がり、 

日本は世界で最も新生児への医療とケアの行き届いた 

国の一つとなったのです。 

 
参考文献『パルモア病院日記－三宅廉と二万人の赤ん坊たち』

中平邦彦（新潮社 1986） 

はかな 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200250769&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200609009&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200234605&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200570806&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200250778&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200609014&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A0304628558&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200609833&type=PvolBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200248067&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200601412&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200252103&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200612542&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200251293&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200610288&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A0301368803&mode=one_line&pvolid=PV%3A0000687458&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A0301368803&mode=one_line&pvolid=PV%3A0000687458&type=CtlgBook
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ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ
９２ 

『
万
葉
集
』
敏
馬
神
社
と
海
の
歌 

 

阪
神
電
鉄
岩
屋
駅
の
南
東
に
敏
馬
神
社

が
あ
り
ま
す
。
鳥
居
を
く
ぐ
り
急
な
石
段

を
上
る
と
拝
殿
が
あ
り
、
市
街
地
の
喧
騒

を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
の
境
内
が
参
拝
者
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。 

神
社
の
縁
起
は
古
く
、
神
功
皇
后
が 

新
羅
出
兵
の
時
、
美
奴
売
山
の
神
が
「
我

が
山
の
杉
で
船
を
作
る
よ
う
に
」
と
教
え
、

皇
后
が
そ
の
通
り
に
し
た
と
こ
ろ
大
成
功

を
お
さ
め
た
た
め
、
帰
還
の
際
、
神
を 

こ
こ
に
祀
っ
た
と
い
い
ま
す
。
平
安
時
代

の
『
延
喜
式
』
に
は
、
生
田
神
社
、
長
田

神
社
と
な
ら
ん
で
記
さ
れ
、
市
内
最
古
の

神
社
の
一
つ
で
す
。 

境
内
に
は
二
つ
の
万
葉
歌
碑
が
あ
り
、

そ
の
一
つ
が
柿
本
人
麻
呂
の
歌
で
す
。 

 
  

       

西
方
の
任
地
へ
向
か
う
船
で
、
難
波
の
港

か
ら
敏
馬
を
過
ぎ
、
淡
路
島
の
野
島
に 

向
か
っ
て
い
ま
す
。
敏
馬
か
ら
野
島
ま
で

は
海
路
を
行
く
人
に
難
所
と
し
て
恐
れ
ら

れ
た
明
石
海
峡
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

明
石
海
峡
を
過
ぎ
る
と
大
和
の
山
々
は 

も
う
望
め
ま
せ
ん
。
こ
の
歌
に
は
、
敏
馬

と
い
う
土
地
へ
の
讃
美
と
祈
り
の
描
写
と

と
も
に
、
故
郷
を
離
れ
る
旅
び
と
の
旅
愁

が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

     
こ
の
二
首
は
大
伴
旅
人
の
歌
で
す
。
大
宰

府
の
長
官
だ
っ
た
旅
人
は
大
納
言
に
任
ぜ

ら
れ
大
和
に
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

数
年
前
、
大
宰
府
に
向
か
っ
た
時
に
は
連

れ
だ
っ
て
一
緒
に
い
た
妻
を
任
地
で
亡
く

し
、
独
り
で
帰
る
歌
に
は
そ
の
寂
寥
が

漂
っ
て
い
ま
す
。 

          

海
を
詠
ん
だ
歌
は
他
に
も
あ
り
ま
す
。 

    人
麻
呂
の
こ
の
歌
に
は
、
望
郷
の
思
い
を

抱
き
続
け
て
明
石
海
峡
を
越
え
、
眼
前
の

風
景
へ
の
懐
か
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

             

こ
れ
は
淡
路
島
で
明
石
海
峡
の
潮
待
ち
を

す
る
様
子
を
詠
ん
だ
歌
で
す
。
旅
び
と
は
、

潮
流
を
海
神
の
霊
力
に
よ
る
も
の
と
考
え
、

磯
に
隠
れ
、
眠
れ
な
い
夜
を
過
ご
し
ま
す
。

雉
が
夜
明
け
を
告
げ
、
旅
び
と
は
、
さ
あ

船
を
出
そ
う
と
呼
び
か
け
ま
す
。
海
上
で

白
々
と
夜
が
明
け
て
い
く
、
光
の
様
子
ま

で
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
美
し
い
情
景
を

持
っ
た
歌
で
す
。 

大
阪
湾
に
臨
む
神
戸
の
海
の
風
景
を 

見
て
き
ま
し
た
が
、
『
万
葉
集
』
に
は
、

菟
原
処
女
伝
説
、
真
野
、
須
磨
、
有
馬
な

ど
、
神
戸
が
詠
ま
れ
た
歌
が
ま
だ
ま
だ
あ

り
ま
す
。
令
和
と
い
う
元
号
に
な
り
、
身

近
に
な
っ
た
『
万
葉
集
』
を
も
う
し
ば
ら

く
探
っ
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
す
。 

と
こ
ろ
で
、
神
社
名
の
「
敏
馬
」
は 

ミ
ヌ
メ
と
読
み
ま
す
が
、
地
元
っ
子
に
は

ミ
ル
メ
と
読
む
人
も
多
く
い
ま
す
。
敏
と

い
う
漢
字
は
呉
音
で
「
ミ
ン
」
、
馬
は

「
メ
」
で
す
。
ミ
ン
メ
が
ミ
ル
メ
と
な
っ

た
の
は
、
播
磨
（
ハ
ン
マ
）
が
ハ
リ
マ
、

敦
賀
（
ト
ゥ
ン
ガ
）
が
ツ
ル
ガ
と
な
っ
た

よ
う
に
、
古
代
で
は
発
音
上
や
文
字
の 

使
用
上
の
慣
習
が
あ
っ
た
た
め
だ
ろ
う
と

推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。 

            

参
考
文
献
『
萬
葉
集 

新
編
日
本
古
典
学
全
集
』

『
万
葉
の
歌 

人
と
風
土 

兵
庫
』
神
野
富
一 

『
神
戸
の
歴
史 

研
究
編
』
落
合
重
信 

「
敏
馬
神
社
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」 

巻3-250 

巻3-449・450 

み
ぬ
め 

敏馬神社 
境内の万葉歌碑 

 

い
も 

こ 

み  

ぬ  

め 

ま
つ 

た
ま
も 

「上代難波崎務古水門附近想像図」 
船は海岸に停泊しながら航行しま 

した。敏馬は重要な寄港地でした。 
出典:『萬葉地理研究 兵庫篇』 
 

妹
と
来
し 

敏
馬
の
崎
を 

帰
る
さ
に 

 

ひ
と
り
し
見
れ
ば 

涙
ぐ
ま
し
も 

行
く
さ
に
は 

二
人
我
が
見
し
こ
の
崎
を 

 

ひ
と
り
過
ぐ
れ
ば 

心
悲
し
も 

ゆ 

海
神
は 

奇
し
き
も
の
か 

淡
路
島 

中
に
立
て
置
き
て 

白
波
を 

伊
予
に

廻
ほ
し 

座
待
月 

明
石
の
門
ゆ
は 

夕
さ
れ
ば 

潮
を
満
た
し
め 

明
け 

さ
れ
ば 

潮
を
干
れ
し
む 

潮
さ
ゐ
の 

波
を
恐
み 

淡
路
島 

磯
隠
り
居
て 

い
つ
し
か
も 

こ
の
夜
の
明
け
む
と 

さ
も
ら
ふ
に 

眠
の
寝
か
て
ね
ば 

 

滝
の
上
の 

浅
野
の
雉 

明
け
ぬ
と
し 

立
ち
騒
く
ら
し 

い
ざ
子
ど
も 

あ
へ

て
漕
ぎ
出
む 

に
は
も
静
け
し 

玉
藻
刈
る
敏
馬
を
過
ぎ
て
夏
草
の 
 
 
 
 

野
島
の
崎
に
船
近
付
き
ぬ 

天
離
る
鄙
の
長
道
ゆ
恋
ひ
来
れ
ば 

明
石
の
門
よ
り
大
和
島
見
ゆ 

う
な
い
お
と
め 

江戸時代の敏馬神社から求塚

までの風景。鳥居の前が海岸
であった様子。 
出典:『摂津名所図会』 

 

え
ん
ぎ
し
き 

お
お
と
も
の
た
び
と 

ふ
た
り 

わ 

こ
こ
ろ
が
な 

巻3-255 

あ
ま
ざ
か 

な
が
ち 

や
ま
と
し
ま 

ひ
な と 

か
き
の
も
と
の
ひ
と
ま
ろ 

い
そ
が
く 

巻3-388 

く
す 

 
 

ゐ
ま
ち
づ
き 

と 

か 

き
ぎ
し 

か
し
こ 

い 

わ
た
つ
み 

も
と 
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